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寄稿者紹介 
【79 回生(高 3)】 
駅 
 チュウニズムレベル 481 コミュニケーションレベル 0 誰ですか？ 
キムチ 
 部長のお友達。先生、管理人、プロデューサー、そしてドクター。 アニ
メの話をすると、ヴァイオレットエヴァーガーデンが好き。 

ちくわのなかみ 
 決闘者。79 回生で最も可愛いとされているがその奇行と迷言の数々により
それを打ち消している。アニメには幅広く詳しく、だいたい話が通じるの
で楽しい。小 4 の頃に超電磁砲を知らないことでこいつに煽られた。 

あしばら 
 勝手に友情出演。極大のモチベーションで毎クールほぼ全てのアニメを視
聴しており、まさに歩く辞書(適当) 出展に当たって色々手伝ってもらっ
た。ありがとう。 

【80 回生(高 2)】 
西暮 
 名誉アニ研会計。ボカロとなろう小説が好き。 
 そして何より、褐色銀髪赤目貧乳の女性キャラが好き。 
 イオリぺろぺろ。 
【81 回生(高 1】 
フォレセント 
 音 MAD を詳しく見ている。音 MAD 経由で作品を知ることが多い。
Twitter 漫画を見て買うことが多い。 
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P.4 「超かぐや姫！」人気の理由(西暮) 
P.13 ルリドラゴンの魅力(フォレセント) 
P.17 偏愛アニメ備忘録(駅) 
P.22 ようこそ、アークナイツの世界へ(キムチ) 
P.29 遊戯王の紙や MD を始めてほしいって話 
     (ちくわのなかみ) 
P.31 Ex-Otogibanashi(ふぁくと) 
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偏愛アニメ備忘録 
どうも、もらと言います。最近の趣味は専ら多種多様な ASMR 作品を探すことなんで
すが、ここに書くには憚られる内容な気もするので、過去に視聴した良いアニメの中で
何となく周りに見てる人が比較的少ないものを紹介しようと思います。微ネタバレあり
ます。文章を書くのは５年振りなので悪しからず。 

!" ! �F�ç	™	ƒ�ü�\�Z�ž !

少女漫画を描いている野崎くんという男の子
と、野崎くんに恋をした佐倉ちゃんを中心とし
たすれ違いコメディ。少女漫画描いてるクセに
鈍感な野崎や、チャラチャラした服装してるク
セにツンデレでヘタレなみこりんなど、ちょっ
とズレたキャラが何人も出てくる。一応佐倉ち
ゃんがツッコミ担当なのだが、納得し始めたり一緒に暴走しだしたりしてしまうので思
わずツッコミしてしまいたくなってしまい、すごく楽しく見れて良かった。あと、シン
プルに日常が描かれるってだけでなく結構漫画制作についても掘ってくれる。僕は少女
漫画に疎いが、その辺の通であれば楽しめる仕掛けとかも多そう。 
あと、OP もいいですね～～最後の方は毎回フォー!!って言ってたわ。 

������
÷�y
v�O�y�Ó�§�–�è�¸�Þ !

「グラシュ」という靴で空を飛べるようになっ
た世界で久奈浜学院で少女三人が「フライング
サーカス」という空を用いたスポーツを頑張る
話。見たのは友達の勧めです。まずはこの競技、
見ていて新鮮で面白い。超美麗作画って感じで
はないですが、空を飛ぶ爽快感を存分に感じら
れます。オリジナル競技だから運動弱者の僕にも一部理解できるようにかなり競技性も
作り込まれてます。バランサーみたいなハイリスクハイリターンって、いいよね… 
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原作はエロゲなんですが、全年齢向けにアニメ化するってことで主人公の男関連の話が
だいたい消えた結果、激熱スポ魂アニメになっててもう少年漫画。3 人とも可愛いけど
ね。恋愛要素はあまり期待しないほうがいいかもしれない。終盤のあるシーンはアツす
ぎて、定期的に見に行ってます。 

�������U���l�Ž�ž�z�U�b�‰�O�„ !

いや、何でちょっと流行ったの？？？？小３ご
ろから大好きな作品で、隠れた名作としてメガ
ネクイクイする予定だったのに MAD とか作
られるぐらいには有名になってくれて幸せで
すよ。で中身なんですが、TS した元ヒキニー
トが女子達と無限にイチャイチャする話です。
いやこれが何故？って感じなんですがアニメを制作したのが無職転生の制作会社で、異
常なまでのフェチズムを味わわせてくれるとんでもないのをお出ししてくれました。パ
ンツの書き込みを有り得んぐらいした人員がいるというだけで面白い。ED もぬるぬる
動く。情熱は伝わるものなんだなって思いました。ただイチャイチャしてるだけじゃな
く、TS ならではの視点も味わえて、しかも癖が強い描画を楽しめる良いアニメになっ
たと思う。あんま関係ないけど最近やってた瑠璃の宝石も良かったよね。 
やっぱり僕が見ていて最も幸せになるのは兄弟回で、冷静に考えるとイカれたみはり
(妹)のドデカ感情でうお～～～～お留守番回が一番好き。あさひに現在の嗜好が明らか
に影響されている気がする。いつの間にか未視聴勢を置いていってしまったけど、TS に
抵抗がなくてきららの空気感が好きならハマる確率は高いと思います。 

�������Ì�ç�ª�Ý !

半妖の体になった壱岐ひよりという女の子が
デリバリーゴッドこと夜トを中心に色々な神
様や事件と関わっていく原作マガジン作品。 
夜トの素性ら辺が一貫してあまり分からず、厨
二心を引きつけられる。思ったより全体的に重
い展開が多く、ひよりの体の話はかなり目頭が 



- 19 - 
 

 
熱くなった。穢れを打ち払わん！って詠唱してるときのイヨ～～みたいな音楽、日本風
って感じで好き。2 期の op であるかの有名な狂乱 HeyKids!!はもちろん、全体的に音楽
がツボに刺さってきた。特に ryo 氏作曲のニルバナはアニソンの中でも指折りのお気に
入り。 
ここから大分ネタバレ増えますが、恵比寿関連の話良すぎる。研究狂いのキチガイ的な
感じかと思ってたら人間臭さプンプンのいい男すぎてもう…彼の神としてのしがらみ
に、形容できないやるせなさがすごい。毘沙門天もそうだが、神様が人間よりも人間ら
しい瞬間が多いのがこの作品の魅力だと思った。期待薄かもしれないが、3 期も来てほ
しいもんだ。 

�������¾�–�è�ñ�€�¢�ñ�€�´�€�Ó�ç�ñ�«�· !

入れるか迷った。世界観はいわゆる終末世界に
近いもので、人類は移動都市で暮らし、その外
では巨大な怪物が闊歩している。そしてその怪
物を倒せるのは巨大なロボットを操縦できる
「子供」だけであるという、エ○ァで見たこと
があるような設定。 
終盤までは紛れもない名作で、主人公のヒロ、
ゼロツーを中心にとにかく丁寧に「子供」達の過去や感情、戦いが描かれていく。ゼロ
ツーはとんでもなく魅力的なキャラデザインで、強者でありながらミステリアスで、か
と思いきや急にデレてきたり、僕なら間違いなくアメとムチを使いこなされて依存して
いたと思う。そういえば、視聴したきっかけも「今から君が僕のダーリンだ」という彼
女のセリフを見てのことだった。全体的に少しエロいような仕草をして、その御姿も相
まって印象に強く残っている。 
巨大なロボットを使っての戦闘が基本で、アニメーション制作も TRIGGER×A-1 
Pictures ということで、迫力のある戦闘シーンを堪能できる。僕はこの作品の魅力の 5
割はゼロツーにあると考えているのでその辺りについての文章が多くなったが、それ以
外の「子供」たちにしても、そんな攻め方するんだ、と重すぎて意表を突かれてしまう
ようなストーリーが続き、ずっと緊張した状態で視聴できた。 
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では何故入れるか迷ったかというと、最終章が良く言えば「好みが分かれる」展開だっ
た。この時点で相当なネタバレだとは思うが、出来るだけしないように言うと、こう、
これまで積み重ねてきたものをグシャっとしてしまうような…はじめからあの展開に
する予定だったのかもしれないが、まあ俺レベの漫画終盤って感じだった。ちょっとネ
ガキャンしたけども、それを加味しても人間ドラマとしての展開が個人的に凄く良かっ
たので、一回見てみる価値はあると思う。 
 
(おまけ)入れようかと思ったけどやめたアニメ 
①! まちカドまぞく 

一番好きなアニメなんだけどね。全員見てる気がする。 
きらら作品だけど、よく見るとまあまあ設定が重い。 
千代田桃、アニメの全人類で最も好き ヒョロムキに一瞬憧れた 

②! 安達としまむら 
百合アニメ。学校を休みがちな少女 2 人が体育館居心地いいな～と思っていたら鉢
合わせてしまい、そこから関係性が始まる、という感じ。 
このアニメに憧れて授業を切って体育館に行くも、誰もいなかったので虚しくなっ
て普通に教室帰った。書きたいんだけども見たのがだいぶ初期で、あまり記憶がな
い。良かったというデカい感情だけが残っている。 

③! ハッピーシュガーライフ 
同じく百合アニメ。一部キモいツイッタラーの身内ネタでしゃぶられ尽くしたが、
本編は異常者の行動を無限に観察できる。しおの兄、ありえんぐらいキモいな～～
最後こいつの思い通りになったら嫌だな～～～と思っていたら激百合に加えてこい
つの絶望を見れて後味最高だった。 

④! 氷菓 
さすがに有名作品すぎるか。京アニだしね。謎解き的なことをしながら高校生活を
送る作品なのだが、2012 年放送とは思えないほどこだわり抜かれた繊細な描画が多
い。特に千反田えるというメインキャラクターの一人の髪は生き物のように動き回
る。一貫して雰囲気が僕には説明できない良さで、このアニメを視聴できているこ
とが素晴らしいとまで思えてくる。主人公の折木の親友である里志が好きで、折木
が与えられた者として日常を変えられていく中、持たざる者である里志の「諦め」
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というべきか、彼の嫉妬のようなものはアニメーション、演技両方がないと表現し 
 
きれなかったものだと感じた。有名作品なのでここには入っているが、まだ見てい
ない人は是非見てほしい。 

�������6�6�6�6���*�5�,�'�0�$�1!

「電光超人グリッドマン」という特撮を元にし
たアニメで、記憶をなくした主人公が謎の生命
体、グリッドマンと共に大怪獣と戦う話。特撮
を元にしているからか、とにかくストレートな
ストーリーが特徴で、こうこう、こういうのが
いいんだよって気持ちになる。僕は仮面ライダ
ーをこよなく愛していたので、刺さりまくりま
した。アクセス・フラッシュ！！グリッドマンビーーーーム！！ 
さて、一言でいってしまえばアニメ版特撮といった感じなんですが、これじゃ終わりま
せん。この作品、一見「正義の味方が怪獣を倒す」だけなようで、そんな単純な話でも
ないんです。アニメである以上、他の大怪獣バトル系の作品のように戦いの様子を縦横
無尽に動かしてみたいものですが、あえて箱庭の中で着ぐるみが戦っているかのような
感覚を残しています。これは、原作の特撮をリスペクトしている面もあるかと思います
が、このアニメの戦い全体が本質的に人間ドラマなんです。具体的には伏せますが、友
達同士の喧嘩、そのようなものです。だからこそただの正義 vs 悪には収まらず、感情、
情愛が物語を動かしていきます。 
見たことがない人も、多少は興味が湧きましたかね？何にせよ、やはり特撮が好きだっ
たという人が一番おすすめなのは変わりません。続編の SSSS.DYNAZENON 及び映画
のグリッドマン・ユニバースもすごくアツくていいのでぜひ見てみてください。 
 
<さいごに> 
見たことがない作品はありましたか？基本ミーハー気質なので、全部常識だよって人も
いたかもしれない。なんにせよ、全て好きなアニメなので、もし少しでも知名度を上げ
られたならば最高ですね。結局思うところが多少あるダリフラが一番長いという…テン
ションに応じて口調が変わったりする駄文でしたが、ありがとうございました。 
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1.! はじめに 
 
 タイトルを見て既視感を覚えたそこのあなたも、そうでないあなたもこんにちは。
アニ研に初めて部誌を書かせていただきます高 3 です。前置きはそこそこにして本題
へ、皆さんアークナイツというゲーム/アニメは知っていますか？残念ながら灘校内で
遊んでいる人を僕はまだ見たことがないです、もしいたら教えてください。友達にな
りましょう。アークナイツとは、中国の Hypergryph が開発し、日本国内では Yostar
が運営、配信しているタワーディフェンス型のソシャゲです。2026 年の一月に、世界
観を引き継ぐオープンワールド型のアークナイツ・エンドフィールドが配信されたの
で、そちらの名前は聞いたことがある人は多いかも？そして、このアークナイツにお
けるメインストーリーをアニメ化したものがアニメ版アークナイツです。今のところ 3
期まで放送されており、ゲーム本編における 8 章までがアニメ化された状態です。こ
の記事は、アークナイツというコンテンツに関して、好き放題書いた記事です。真面
目じゃないです、悪しからず。 
 
2. とても簡単な世界観、キャラクターの紹介 
 
 まずはアークナイツのゲーム、アニメに共通するメインのお話の世界観について、
もといアークナイツの世界であるテラの大地についてとても簡単な説明から。めちゃ
くちゃ終わってる世界です。戦争から略奪、差別、迫害まで何でもありというソシャ
ゲにしては重たすぎる世界観。これらの大体の原因としてオリパシーっていう病気が
あります。石油とかが全部放射能帯びたせいでかかる病気だと思うと大体あってる。
しかも致死率は 100％で、死ぬと感染源になるし見た目で感染してることが分かると
いう最悪な要素がすべて盛られています。ひどい。そんな世界において、主人公/プレ
イヤーは指揮官として暴動を起こした感染者と戦う、くらいが簡単な説明でしょう
か。ぜひアニメ見てください。 
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この世界における主人公が、この不審者過ぎる格好をしているドクター。医師ではな
く博士のほうの Dr.です。めちゃくちゃ賢いらしい、この辺の描写はアニメよりもゲー
ムのほうが良いかもしれない。記憶喪失になったこの人を救うことから物語はスター
トします。記憶を失う前の特技は口内でカップ麺を作ること（？）。賢すぎて問題を事
前に解決してしまうので、イベントストーリにはあまり出てきません。そして、ヒロ
イン（というよりもう一人の主人公というほうが近い）がアーミヤです。モチーフは
ウサギ。かわいいね。なんとまだ若いのに CEO。すごいね。実際のアーミヤはとても
いい子なんですけど、ゲーム内のボイスに「ドクター、終わってない仕事がたくさん
ありますから、まだ休んじゃだめですよ。」なんてのがあるせいで何かとブラックな
CEO だとネタにされる。公式もネタにしている。そして、そんなアーミヤを支えるの
がケルシー。モチーフはネコです。お医者さん。アーミヤの保護者。どちらかといえ
ばお父さん。話す言葉の言い回しが難解で、よくネタにされてます。筆者の好きなキ
ャラです。 

 
左から順にドクター、アーミヤ、ケルシー（アニメ公式ページより） 
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公式がネタにしている line スタ
ンプ。アーミヤはゲーム内でお
話が進むと休ませてくれます。 
 
 
 
 

3. アークナイツというソシャゲについてのいろいろ 
 
 さて、ここまでアークナイツというお話について書きました。ここからは僕がこの
ゲームがどう好きかについて好き放題書きます。オタクが加速してると思います。ご
了承。 
まずアークナイツのお話について。さっき書いたようにこの世界はとても終わってま
す。鉱石病関連以外にも問題がある、とても厳しい世界で、何にすがればいいかもわ
からないような、そんな世界です。きっと宗教なんてあっても苦しんでいる人間は救
ってくれません。そんな世界でも、あきらめずにもがいて、もっともがいて、ずっと
もがき続けて、必死に生きていく人間の美しさみたいなものが見れます。重たい物語
ではあるし、もしかしたらストーリーに出てくる好きなキャラが突然、簡単に死んで
しまうようなことだってある話だけれど、おすすめさせてください。そんなストーリ
ーの代償かはわかりませんが、メインストーリーの文字数が大変なことになっていま
す。まぁ、そこはご愛嬌ということで。メインストーリーの新章がどうやら 15 万文字
あるらしい、あとで読みます（参考までに、文庫本 1 冊で 10 万文字程度）。 
あと、ゲームのそれ以外の部分に関して少し。無課金に優しいです、多分。高レアじ
ゃないと無理っていうのも少ないほうだし、コーデ（着せ替え的なもの）も無料石で
買えます。あとタワーディフェンスが面白い。ちゃんと高難易度コンテンツもありつ
つ、答えが YouTube に転がっているので困ったら頼れます。これから始める人はとり
あえず oyuki.ch をチャンネル登録すれば 
8 章までは割と楽に進めると思います。 
キャラクタープロフィールとかについて少し。アークナイツに関しても他のソシャゲ
と同じように信頼度でプロフィールが解放されたり、というのはあるんですけど、そ
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のプロフィールがなかなか心を抉ってくる。あなたの推しの病気はやばいですよ！っ
て言われてる感覚です。人の心案件。それ以外は基本的に普通なんですけどね。あと
は病気で耳がどんどん聞こえなくなってるキャラとかもいるんですけど、ボイスが耳
が悪い人特有の話し方であったり。お労しい。なんならこれはエンドフィールドがリ
リースされてさらにお労しくなったわけだが、その話は割愛。書ききれません。好き
なキャラのプロフィール（病状部分のみ）を貼っておきます。 
 
 

 
サイレンスの人形（フクロウ）持ってるのかわいくて個人的にお気に入り 

 
4. ちょっとだけコラボの話、今回の記事のタイトルの話、あとオタクの爆発 
 今回の記事のタイトルに既視感を覚えた人もいるかもしれません。一人くらいいたら
いいなぁ。皆さん Ave Mujica はご存じでしょうか。知らない方向けに簡単に説明する
と、バンドリシリーズの一つです。なんでここでそんな話をしたかというとアークナイ
ツとコラボしてたからというそれだけのお話。 
 
ここからしばらく僕がオタク過ぎる文章が続きます、アークナイツもなんも関係ないん
で全然読み飛ばしてもらっても大丈夫です。実質別の記事。 
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部長が何してもいいって言っていたというのもありますし、高 3 が期限直前になっても
出さずにピンチだとも聞きました。自由にやります。 
 
4.1. ただ一人の人間がオタクを爆発させるだけ 
話が逸れますが、Roselia の紗夜さんが好きです。ほんとに大好き。紗夜さんは双子で、
日菜っていう妹がいます。紗夜と日菜についてだったり、Roselia のことだったり、それ
こそコラボしたムジカのことについても語りたいんですけど、記事が 2 個になってしま
います。あと時間がない。無限に語れる自信があります。話を脱線させましょう。最近
シャニマスに触れました。樋口円香さん 
 
 
が好きです。ｎ年前に唐突に現れて、僕の脳を焼いていきました。ブルアカのミサキも
好きだと言えば、僕の好きなキャラが大体バレます。今のところ CV 土屋李央は 3/3 好
きです。好みが分かりやすいね。 

双子って素晴らしいと思いませ
んか？ 
左が日菜で右が紗夜です 
この二人が仲良しに戻ったのが
本当にうれしい、詳しくはガル
パのストーリーで 
 
 
 
noctchill の樋口円香さん 
本当に、よい。 
 
シャニマスを始める機会をくれ
たデュエプレコラボと、デュエ
プレをお勧めしてくれた友人に
感謝 
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そろそろ話題を戻しましょう。なんの記事か分からなくなってしまいます。 
話は戻りましてアークナイツのコラボの話で
す。といっても、謎にコラボするよっていう
話で、特定のジャンルとコラボするわけでは
ありません。これまでのコラボのうち、スト
ーリー付きのがっつりしたコラボ相手という
のが Ave Mujica 以外にモンハンとレインボ
ーシックスシージ、ダンジョン飯、羅小黒戦
記です。コラボシナリオがないものを含める
ともう少しあります。  
   コラボコーデの初華、すき   

 
 
 コラボシナリオとなっているものは、コラボで始めた新規向けにアークナイツの世
界観を理解してもらおう！ってなっているので、かなり読みやすくなってたりしま
す。といっても世界は厳しいけれど。 
R6S コラボシナリオはそういう意味で印象に残っています。もう一度読みたいシナリ
オ。惜しむべくはコラボの復刻は絶望的であるということ。 
Ave Mujica のシナリオは、ムジカのアニメを見た人には一度読んでほしいものでし
た。祥子以外のメンバーから祥子への気持ちをがっつり描いています。これも残念な
がらゲーム内ではシナリオを新規で見ることはできません（コラボ時に見ていたら見
返せる仕組み）。運営はコラボシナリオを読み返せるようにしないか？ 
後まぁシナリオのないコラボについても少し。さっきのイフリータのように KFC との
コラボであったり、サンリオなんかともコラボしています。あとアークナイツが中国
のゲームということで、中国国家地理という中国の雑誌なんかともコラボしていま
す。ぜひコーデを調べてみてほしい。 
 
5. さいごに 
 
 ここまでこんな駄文を読んでいただきありがとうございます。部長に部誌を書かな
いかと言われた時にはこうなるとは想像していませんでした。なんなら全然アークナ
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イツと関係ないことを書いてるし。これは記事というより、どちらかと言えば自分の
心の中にあるオタクを発散する文章です。 

ただ、とてもいい機会をいただきました。この場を持って、灘校アニメ研究会の部
誌「萌芽」を手に取り、読んでくださった皆さんと、こんなめちゃくちゃな記事を許
してくれた部長に感謝させてください。 

また、この記事の中に誤りがあるかもしれません。あったらごめん。一応自分で内
容に問題がないかは見返しました。ないはず。多分。 
 というわけで、長くなりましたがこれで終わりとさせていただきます。皆さんもぜ
ひアークナイツのアニメを見たり、実際にゲームをプレイしてみて下さい。 
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遊戯王の紙や MD を始めてほしいって話 
 
現在 25 年以上の歴史と 10000 枚を優に超えるカードプールを持つ最大手トレーディン
グカードゲームコンテンツとなる遊戯王。無印からゴーラッシュ！！まで 9 シリーズあ
り 1000 話を超える超大型コンテンツとなっています。「ショットガンシャッフルはカー
ドを痛めるぜ」や「くっ確かに俺の手札の三枚は意味不明のカードこれでどうやって戦
えばいいんだ」や「モンスターではない、神だ」など遊戯王を知らなくとも耳にしてい
る人も多い有名なセリフも多々あります。そんな遊戯王には紙のテーマの背景ストーリ
ーも充実しており白の物語や閃刀姫、精霊術の使い手などのストーリーのアニメが公式
youtube チャンネルに上がっていたり、遊戯王 masterduel にはソロモードという各テー
マごとの動き方を教えてくれたりストーリーが見れるというモードも存在し背景スト
ーリーというものも遊戯王というコンテンツには欠かせない要素であり魅力の一部と
なっています。なので今回はこの場を借りて遊戯王を知らない人に遊戯王の魅力を紹介
させていただければと思います。 
まず最初にキャラやカードのイラストが単純にとても良い。 
遊戯王をあまり詳しくない人でもブルーアイズホワイトドラゴンやブラックマジシャ
ンなどを目にしたことがある人も多いんじゃないでしょうか。純粋にデザインがめちゃ
くちゃいいです。とてもかっこいい（語彙力の限界）。ドラゴンや魔法使いなんて全男子
が一度は憧れますよね。しかもそれだけじゃないんです。かわいいカードも多いんです。
有名どころでいうと閃刀姫や霊使い、ラビュリンスやティアラメンツなど名前を挙げき
れないほどたくさんのかわいいカードが多いテーマがあります。（これでもほんの一部） 
10000 枚を優に超えるカードがある遊戯王になら貴方の好みのカードがあるんじゃない
でしょうか。ぜひ探してみてください。ちなみに筆者の一押しは SP リトルナイトの絵
違いです。 
またアニメでいうとエースモンスターを出すときなどにする召喚口上もかっこよくそ
れも魅力の一つであると思います。例えば有名なものでいえば不動遊星の集いし星が新
たな力を呼び起こす！光さす道となれ！シンクロ召喚！いでよ、ジャンク・ウォーリア
ー！などがありそれらのカードの対する思い入れ増す一因となっています。 
次にアニメやストーリーに出てくるカードを使って遊ぶことができるのも大きな魅力
です。残念ながらアニメででできたすべてのカードが実装されているわけではなかった
りアニメと多少効果が変わっているカードもあったりしますがそれでもかなり多くの
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カードを実際に自分の手で使って遊ぶことができます。例えばアニメ遊戯王ＧＸの主人
公遊戯十代が使っていたＨＥＲＯデッキなど歴代主人公が使っていたデッキを使って
まるで自分が主人公であるかのようにデュエルを楽しむこともできます。遊戯王はだい
ぶインフレしているという話を耳にしている人もいると思いますが安心してください。
歴代主人公が使っていたデッキなどは現代でも通用するほどの強化を受けています。例
えば遊戯の魂のしもべであるブラックマジシャンを使ったデッキが現代の遊戯王の大
会で優勝していることもあるくらいです。勝ちにこだわらずにカジュアルに楽しみたい
人も多いとは思いますが全然使い続ける愛さえあれば大体のデッキは現代のカードと
組み合わせて戦えるくらいにはなります。 
そして最後は純粋なカードゲームとしての楽しさです。これは全然ガチ勢に限った話で
はありません。例えば自分でデッキを考えたり、相手と対戦内で駆け引きをしたり今の
自分の手札を最大限活用して相手の動きを妨害したり逆に相手の妨害を乗り越えたり
など流石最大手コンテンツといわんばかりにカードゲームの楽しさが詰め込まれてい
ます。 
友達同士でゆるーくデュエルして楽しんだり大会での優勝を目指してデッキを考えた
り回し方を練習するのを楽しんだりと人それぞれの楽しみ方があります。 
そんな遊戯王カードを集めてデッキを組むのが大変だと思う方もいるでしょう。 
ですが実は遊戯王公式のゲームアプリ遊戯王 MASTERDUEL ならスマホやパソコン、
プレイステーションなどで気軽に遊ぶことができます。 
もし遊戯王に興味を持った方がいるのなら初めてみてはいかがでしょうか。 
あとぜひアニメシリーズも見てください。決闘者の王国編などは遊戯王のカードゲーム
としての形が定まるまでの試行錯誤が見て取れるので遊戯王を多少知ってから見てみ
るとより面白いかもしれません。 
以上装飾課の妖精からでした。 
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ふぁくと 

 

超かぐや姫！に脳を支配されたふぁくとです。もしまだ見てない人が今この

文章を読んでいたらいますぐ本を閉じて劇場に行ってください、後悔はさせ

ません 

 

多分考察はネットを漁ったらいくらでも質の高いものが出てくると思うの

でここでは個人的な感想を無限に垂れ流そうと思います。 

 

１. 酒寄彩葉 

この物語の主人公、彩葉に限ったことではないがまずとにかく顔がよすぎる、

顔というのはそのままの意味ではなく表情も含めて、本当にこの映画は作画

が全てよすぎると思う、ありがとう。 それはさておき彩葉、最初は超現実主

義(母の影響？)だったのが破天荒すぎるかぐやと出会って少しずつ夢を持て
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るようになって行ったのがよすぎる、どんな魔法？と言われてもいたがただ

お互い惹かれあって恋してるだけなんですよね、足りていないものを互いに

持っていすぎている。逆にかぐやの方は最初は地球、現実世界の自由なとこ

ろだけを夢見て月から飛び出してきたが、彩葉に一目惚れして夢も見つつど

んどん現実主義になっていくんですよね、お別れの時には彩葉を追い越しち

ゃうくらいに、涙   欠けてるものを補い合う関係、お互いのことを一番理解

してお互い相手の生き方に寄り添いつつ自分を持っている関係、そしてその

想いがいつまでも続く関係、全てが理想すぎてびっくりするような愛の形す

ぎてとても良い、こういう人生を送りたいものですね。 

あとへいべいびーが可愛すぎる、ありがとうございます 

２. かぐや 

もう一人の主人公、かぐや姫。さっきいろかぐについて結構語ってしまった

のでかぐやについて話すのですが、とにかく純粋でいい子(？)でいつも楽し

そうで見てて眩しい、自分が強くて行動力もあって感情表現も豊かでちゃん

と言いたいことが言えて、ドストライクすぎる。序盤でやりたい放題すぎて

嫌な気持ちになった人もいるかもしれないが、純粋に悪意なくただ物を知ら
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ないだけの子供、という描写が上手すぎてんも～～～しょうがないな～～～

ってずっとなってる、自認彩葉です。 

そんなかぐやが彩葉が倒れたり昔話を聞いたりで少しずつ世界というもの

を学んで、ちょっとずつ大人になっていくのもよすぎる、その頃から少しず

つ遠慮が出始めるんですけどそんな中でもやっぱり我慢しきれなくて上目

遣いを使っちゃうのもまた悪くていいですよね、自覚あるし 

最初のころは冗談じみた感じで大好き！って言ってるけどどんどん湿度が

上がっていくのもいいですね、彩葉は一番最初に「かぐや」という名前とい

う人生最初のプレゼントを渡し、かぐやはヤチヨに大切な人にあげるものだ

と教わったずっと生を共にしていたブレスレットを最後にお返しに渡して

お別れ、純粋さから来るまっすぐな愛情表現が本当によかった。 

３.月見ヤチヨ 

最初から少しだけ匂わせるような発言があったが、かぐやとヤチヨが違いす

ぎて一切気づかなかった、ヤチヨ.....涙 

2 週目を見るとわかるのだが(見てない人は見にいこう)、ヤチヨの発言も曲

も全てが重いし、匂わせている、歴史を変えないために言えなかったとか言
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ってるけど気づいてほしさが強すぎて愛が漏れちゃってるのを感じていい

ですね、ヤチヨもパンケーキ食べたいなあ 

ヤチヨの人生が本当に壮絶すぎて毎回見るたびに泣いてしまう、特に小説版

だと描写が詳しくなっていて本当に苦しい、冷静ながらも絶望していく感じ

が、、、、 

8000 年の時を経て自分はもうかぐやを送り届ける責務を果たして、最後に彩

葉にあって終わろうと思っていたのに想いが強すぎて我慢しきれなかった

ところがかぐやを感じてよかった、8000 歳になってもかぐやはかぐやだもん

ね 

物語中盤で、かぐやと彩葉の寿命が違いすぎて最後はまた悲しいことになる

のでは？と思っていたが、そこまで回収しにきたのも衝撃だった、思念体で

ある月人のかぐやの魂はもと光る竹に守られて消えることはないのだが、彩

葉の作った体でもと光る竹を山頂に埋めこの体で最後まで添い遂げて一緒

に眠ると、人生をかけたプロポーズなんて見せてもらっていいんですか？ray

に限らないが超かぐや姫！の曲は歌詞も MV もいくらでも味がする、曲を流

しているだけで泣きそうです。 
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曲だったりの解釈について思うこともたくさんあるのですが、人それぞれだ

し自分で深く味わってみてほしいので抑えておきます、皆さんもぜひ個人の

解釈でハッピーエンドにしてください。 

 

 


